
JP 2007-225959 A5 2008.2.21

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年2月21日(2008.2.21)

【公開番号】特開2007-225959(P2007-225959A)
【公開日】平成19年9月6日(2007.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2007-034
【出願番号】特願2006-47922(P2006-47922)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  13/04    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月4日(2008.1.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
物体側から順に、負の前群と正の後群からなる広角レンズ系において、
　前群は、物体側から順に、負の第１ａレンズ群と正の第１ｂレンズ群からなり、
　後群は、物体側から順に、正レンズと負レンズの貼合せレンズ、像側に凸面を向けた正
レンズ、及び正レンズからなり、
　次の条件式（１）及び（２）を満足することを特徴とする広角レンズ系。
（１）-０．８＜ｆ１ａ／ｆ１ｂ＜-０．１
（２）０．６＜ｆ／ｆＲ＜１．１
但し、
ｆ１ａ；第１ａレンズ群の焦点距離、
ｆ１ｂ；第１ｂレンズ群の焦点距離、
ｆ；全系の焦点距離、
ｆＲ；後群の焦点距離。
【請求項２】
請求項１記載の広角レンズ系において、次の条件式（３）を満足する広角レンズ系。
（３）-０．７＜ｆＲ／ｆＦ＜-０．１
但し、
ｆＦ；前群の焦点距離。
【請求項３】
請求項１記載の広角レンズ系において、次の条件式（４）を満足する広角レンズ系。
（４）νｄ1-7＞７０
但し、
νｄ1-7；後群中の像側に凸面を向けた正レンズのアッベ数。
【請求項４】
請求項１ないし３のいずれか１項記載の広角レンズ系において、第１ａレンズ群は、正負
レンズを各１枚含むレンズ群からなり、第１ｂレンズ群は、正負レンズを各１枚含むレン
ズ群からなっている広角レンズ系。



(2) JP 2007-225959 A5 2008.2.21

【請求項５】
請求項４記載の広角レンズ系において、第１ａレンズ群は、物体側から順に正レンズと負
レンズを有し、第１ｂレンズ群は、物体側から順に負レンズと正レンズを有している広角
レンズ系。
【請求項６】
請求項１ないし５のいずれか１項記載の広角レンズ系において、第１ａレンズ群は、物体
側から順に、物体側に凸面を向けた正の第１レンズと負の第２レンズからなり、第１ｂレ
ンズ群は、物体側に凸面を向けた負の第３レンズと正の第４レンズからなっている広角レ
ンズ系。
【請求項７】
請求項１ないし６のいずれか１項記載の広角レンズ系において、次の条件式（５）を満足
する広角レンズ系。
（５）０．１＜ｄ／ｆ＜０．３５
但し、
ｄ；前群と後群の軸上空気間隔。
【請求項８】
請求項１ないし７のいずれか１項記載の広角レンズ系において、前群と後群の間に絞りが
配置されている広角レンズ系。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本発明は、その第一の態様によると、物体側から順に、負の前群と、正の後群からなる
レトロフォーカス型の広角レンズ系において、前群は、物体側から順に、負の第１ａレン
ズ群と、正の第１ｂレンズ群からなり、後群は、物体側から順に、正レンズと負レンズの
貼合せレンズ、像側に凸面を向けた正レンズ、及び正レンズからなり、次の条件式（１）
及び（２）を満足することを特徴としている。
（１）-０．８＜ｆ１ａ／ｆ１ｂ＜-０．１
（２）０．６＜ｆ／ｆＲ＜１．１
但し、
ｆ１ａ；第１ａレンズ群の焦点距離、
ｆ１ｂ；第１ｂレンズ群の焦点距離、
ｆ；全系の焦点距離、
ｆＲ；後群の焦点距離、
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　後群中の像側に凸面を向けた正レンズは、次の条件式（４）を満足することが好ましい
。
（４）νｄ1-7＞７０
但し、
νｄ1-7；後群中の像側に凸面を向けた正レンズのアッベ数、
である。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　第１ａレンズ群と第１ｂレンズ群はそれぞれ、正負レンズを各１枚含むレンズ群から構
成するのがよい。正負レンズの順は、第１ａレンズ群は、物体側から順に正レンズと負レ
ンズとし、第１ｂレンズ群は、物体側から順に負レンズと正レンズとするのが好ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　さらに具体的には例えば、第１ａレンズ群は、物体側から順に、物体側に凸面を向けた
正の第１レンズと負の第２レンズから構成し、第１ｂレンズ群は、物体側に凸面を向けた
負の第３レンズと正の第４レンズから構成することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　正のパワーの後群に関しては、軸外収差に与える影響を小さく保ったまま全系で発生す
る球面収差を補正するために、負の球面収差を発生させる少なくとも１枚の負レンズを含
ませている。そして、球面収差やコマ収差の発生を抑えるために、少なくとも３枚の正レ
ンズを含ませている。また、負レンズの両側に正レンズを位置させ、絞に近い正レンズと
負レンズを貼り合わせることにより、高次の球面収差を良好に補正している。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　条件式（２）は、正の後群のパワーに関する条件式である。条件式（２）の上限を超え
て後群の正のパワーが強くなると、球面収差の補正が困難になる。条件式（２）の下限を
超えて後群の正のパワーが弱くなると、非点収差が悪化し、補正が困難になる。この条件
式（２）の下限を０．７とする（（２’）０．７＜ｆ／ｆＲ＜１．１）と、より良好な収
差補正が可能となる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
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　条件式（４）は、正の第７レンズの硝材のアッベ数に関する条件式である。条件式（４
）の下限を超えるアッベ数を持つ硝材を使用すると、軸上色収差と倍率色収差の補正が困
難となる。
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